
   うみべのハリー 

ジーン・ジオン ぶん  わたなべ しげお やく 

マーガレット・ブロイ・グレアム え（福音館書店） 

ハリーは黒いぶちのある白い犬です。ある日、

ハリーはうちの人たちと海辺へ出かけました。お

日様がかんかん照りだったので、ハリーはビーチ

パラソルの下や砂のお城の影に入ろうとしますが

追い払われてしまいました。歩き疲れたハリーの

上に大波がざんぶりこ。ハリーは体中すっぽりと

海藻をかぶっていました。これを見た人々は「海

のおばけだ！」と大騒ぎ。ハリーは海藻のお陰で

涼しくなったので、そのままうちの人たちの所へ

戻ろうとしますが、どのパラソルも縞模様でそっ

くりです。すると、ハリーの後ろから、見回りの

おじさんたちが海のおばけを捕まえようと近づい

てきました…。 

  『どろんこハリー』の続編。オレンジと緑の色合

いでハリーが生き生きと描かれています。 最後、

前よりも大きくて、黒ぶちのある白いパラソルに

みんなと一緒に入るハリーの姿に大満足です。 

読んでもらえれば 4 歳から。       (池之上) 
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魔術師のおい    

Ｃ.Ｓ.ルイス 作   瀬田 貞二 訳（岩波書店） 

 ディゴリーとポリーは、魔術を研究しているア

ンドルーおじのたくらみで、未知の世界へと送り

込まれました。着いた所は木々が育つのが感じら

れるほど静かで豊かな林の中。小さな池がたくさ

んあり、ひとつひとつが別の世界への入口でした。

二人は、すべてが死に絶えた都チャーンを訪れま

す。ディゴリーは、ポリーの制止をきかずに鐘を

打ち、呪文によって眠っていた魔女を起こしてし

まいます。魔女は二人につきまとい、新しく生ま

れたばかりのナルニア国に入り込みました。ナル

ニアを魔女から守るため、ディゴリーたちは遠い

山々を越え、若さのリンゴを取りに行く旅に出ま

した…。 

ナルニア国が生まれる時、アスランが歌によっ

て星や太陽、草木や動物を創りだす様子は印象的

です。人間の心の弱さをみせながら、それに打ち

勝って正義を守る勇気を与えてくれる物語です。

ナルニア国ものがたりの 6 巻目。ナルニア誕生 

の物語。                       （池田） 
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お知らせ 

「夏休みおはなしの夕べ」 

日時：８月 18 日（金） 

① 4 歳～大人    18:00～ 

② 小学高学年～大人 18:30～ 

ろうそくの灯りのもと、昔話や

詩、物語を楽しみます。 

※途中からは入れませんので、 

時間までにお越しください。 

8 月の絵本の時間・おはなし

の時間はお休みします。 
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椎
名
誠
の
『
ノ
ミ
の
ジ
ャ
ン
プ
と
銀
河

系
』
に
取
り
上
げ
て
あ
っ
た
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー

旅
行
記
』
を
読
み
た
く
な
っ
た
。
２０
年
ほ

ど
前
に
、
読
み
切
れ
ず
放
っ
た
の
だ
が
、
今

回
は
面
白
い
。
こ
れ
で
し
ば
ら
く
、
就
寝
前

の
楽
し
み
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
た
。 

７
月
半
ば
の
日
曜
日
、
落
雷
で
高
圧
ケ
ー

ブ
ル
が
損
傷
し
図
書
館
は
停
電
。
電
気
が
復

旧
し
な
い
ま
ま
翌
日
の
開
館
と
な
っ
た
。
冷

房
も
照
明
も
な
く
パ
ソ
コ
ン
も
使
え
な
い
。

本
の
貸
出
、
返
却
は
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
行
っ
た
。
曇
っ
て
い
た
の
で
、
前
日
に
く

ら
べ
暑
さ
も
ま
し
、
月
曜
日
だ
か
ら
来
館
者

も
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、
暑
い
し
、

来
館
者
も
多
か
っ
た
。 

薄
暗
い
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
新
刊
本
を
ど
こ

の
棚
に
並
べ
る
か
決
め
る
分
類
作
業
を
し

て
い
た
。
そ
の
中
の
１
冊
が
、
震
災
を
き
っ

か
け
に
電
気
製
品
の
使
用
を
や
め
て
し
ま

っ
た
元
新
聞
記
者
、
稲
垣
え
み
子
さ
ん
の

『
寂
し
い
生
活
』。
電
気
に
た
よ
り
き
っ
た

図
書
館
業
務
と
、
電
気
な
し
で
は
快
適
に
過

ご
せ
な
い
自
分
の
体
に
「
こ
れ
で
い
い
の
か

な
」、「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
」
と
複
雑
な

気
持
ち
だ
っ
た
。 

電
気
は
復
旧
し
た
も
の
の
、
空
調
機
器
に

支
障
が
あ
り
、
数
日
間
、
館
内
の
温
度
が
下

が
ら
な
か
っ
た
。
毎
晩
、
本
に
は
触
れ
る
も

の
の
、
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
を
未
だ
リ
リ
パ
ッ
ト
国

に
留
め
た
ま
ま
で
、
眠
っ
て
し
ま
う
。 
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竹
内
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

8月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

9月の開館日

地 

下 

水 
『 アルカイダから古文書を守った図書館員  』    ジョシュア・ハマー著  
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十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
、
西
ア
フ
リ
カ
、
マ
リ
共
和

国
の
都
市
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
は
、
交
易
と
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え

た
。
市
場
に
は
世
界
各
地
の
商
品
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
生
地
が
並
ぶ
。

大
学
が
あ
り
、
法
学
、
科
学
、
哲
学
、
文
学
な
ど
様
々
な
分
野
で
、
飾

り
文
字
を
駆
使
し
た
美
し
い
写
本
が
造
ら
れ
、
取
引
さ
れ
て
い
た
。
寛

容
で
開
か
れ
た
イ
ス
ラ
ム
社
会
が
根
付
い
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
北

部
の
遊
牧
民
ト
ゥ
ア
レ
グ
族
の
反
乱
や
他
国
の
支
配
な
ど
歴
史
の
転

変
の
な
か
で
、
愛
書
家
た
ち
は
貴
重
な
写
本
の
略
奪
や
散
逸
を
恐
れ
、

自
宅
の
書
庫
の
扉
に
泥
を
塗
っ
て
隠
し
、
庭
に
掘
っ
た
穴
に
埋
め
、
砂

漠
の
洞
窟
に
し
ま
い
こ
ん
だ
。
や
が
て
古
文
書
の
価
値
は
忘
れ
ら
れ
て

い
っ
た
。 

一
九
八
四
年
、
ア
ブ
デ
ル
・
カ
デ
ル
・
ハ
イ
ダ
ラ
青
年
は
、
ア
フ
マ

ド
・
バ
バ
研
究
所
の
調
査
官
と
し
て
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
を
船
で
下
り
、

ラ
ク
ダ
や
ロ
バ
に
揺
ら
れ
な
が
ら
地
方
の
旧
家
を
訪
ね
、
家
畜
や
書
籍

と
交
換
に
先
祖
伝
来
の
貴
重
な
古
文
書
を
譲
り
受
け
た
。
書
物
の
価
値

を
見
極
め
る
ハ
イ
ダ
ラ
の
鑑
識
眼
は
磨
か
れ
、
こ
の
地
の
歴
史
、
宗
教

に
造
詣
の
深
い
識
者
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
年
後
に
は
、
法

学
者
で
あ
っ
た
父
か
ら
託
さ
れ
た
古
文
書
を
守
る
た
め
私
設
図
書
館

の
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
、
各
国
の
援
助
の
も
と
に
古
文
書
を
保
存
す
る
団

体
「
Ｓ
ａ
ｖ
ａ
ｍ
ａ-

Ｄ
Ｃ
Ｉ
」
も
設
立
さ
れ
た
。
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
は
、

ア
ラ
ビ
ア
語
古
文
書
保
存
の
世
界
的
中
心
地
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

た
。 し

か
し
そ
の
頃
、「
イ
ス
ラ
ム
・
マ
グ
レ
ブ
諸
国
の
ア
ル
カ
イ
ダ
（
Ａ

Ｑ
Ｉ
Ｍ
）
」
が
ト
ゥ
ア
レ
グ
反
乱
軍
と
手
を
結
び
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
を

制
圧
、
過
激
な
イ
ス
ラ
ム
警
察
が
住
民
を
弾
圧
し
始
め
た
。
ハ
イ
ダ
ラ

は
、
寛
容
な
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
礎
と
な
っ
た
古
文
書
が
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
、
国
際
社
会
の
支
援
を
と
り
つ
け
、
古
文
書
を
避
難
さ
せ

る
こ
と
に
し
た
。
閉
館
後
の
図
書
館
で
、
協
力
者
と
と
も
に
何
箱
も
の

大
箱
に
古
文
書
を
つ
め
、
検
問
を
か
い
く
ぐ
り
荷
車
や
船
で
安
全
な
場

所
に
移
動
さ
せ
た
の
だ
。 

武
装
勢
力
の
支
配
の
詳
細
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
介
入
が
克
明
に
記

さ
れ
て
、
読
む
者
の
胸
を
重
く
す
る
。
し
か
し
、
危
険
を
か
え
り
み
ず

歴
史
と
文
化
の
保
護
に
尽
力
し
た
ハ
イ
ダ
ラ
に
敬
意
を
抱
か
ず
に
は

お
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
片
木
） 

 
 
  
 
 
 
 

＊カレンダーの×印は休館日。 

＊   は館内整理日。返却のみ受けつけます(10：00～17：00) 

＊開館時間は 10 時～18 時。金曜日は 20 時まで開館。 

やさしい考古学講座 

「縄文の人々のくらし」 

「東南遺跡」はじめ県内の代表

的な発掘成果から,縄文時代の

人々の暮らしを学びます。 

講師：深井明比古さん 

   （兵庫県立考古博物館） 

日時：8 月 26 日（土）  

14 時～1６時 

 会場：あすかホール 
      ミニシアター 

 対象：小学生以上大人まで 

    3 年生以下は保護者同伴 

定員：60 名（要申込） 

 



 

 


